
















要約:富山スタデイ対象者について、小学 1 年入学時点での健康調査票を元に、体格に影

響する要因を解析した。対象者は、2674 名(男児 1382 名、女児 1265 名)である。肥満者

を Kaup 指数 18 以上として、男児の 137 名(9.9%)、女児の 125 名(9.9%)であった。軽体重

者は Kaup 指数 14 未満として、男児の 164 名(11.9%)、女児の 189 名(15.0%)であった。

肥満に有意に関連する要因として、男児女児共通で早食い(p<0.05)が、女児では就寝時間

が遅く、間食が少ないこと(p<0.05)が認められた。また、軽体重児にっいては、男児女児

共通で間食が多いこと(p<0.05%) が認められた。


